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よ
り
良
い
広
報
誌
を
作
成
す
る
た
め
に
、み
な
さ
ま
か
ら
の
ご
意
見
・
ご
要
望
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

取
り
上
げ
て
ほ
し
い
話
題
、質
問
し
た
い
こ
と
な
ど
、何
で
も
結
構
で
す
の
で
、右
記
連
絡
先
ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
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ダイヤ工業株式会社

コルセット「プロハード」▼

▲パワーアシストグローブ

▲膝サポーター「ファンクションニーOA」

▲全身サポーター
「ＤＡＲＷＩＮ（ダーウィン）」

2010年には、全身の骨格筋の動きを手助けする
ことで、関節にかかる負担や腰痛を和らげる効
果がある全身サポーター「DARWIN（ダーウィン）」
を開発。これまで体の部位ごとに開発してきた
製品の機能を組み込んだ、同社の集大成だ。
　「積極進取」を経営方針に掲げる通り、従来と
は異なるアプローチにも積極的。岡山大学大学
院自然科学研究科の則次俊郎教授との共同事業
では、空気圧で湾曲する「人工筋」を使い、手
先に障がいがある人が自力でペンやペットボト
ルなどを持つことを可能にする「パワーアシス
トグローブ」を開発した。
　「“オーダーメイド感覚”で快適さの提供を」と
意気込む同社。厳しい競合が続く医療用品業界
で、とことん顧客志向を貫いた製品開発に終わ
りはない。

　高齢化社会が進展する中、腰や膝などの痛み
を抱える患者様は多い。快適な生活を支えるの
に欠かせないのが、腰を補強するコルセットや
膝を衝撃から守るサポーターだ。こうした医療
用品を主力商品として製造・販売するダイヤ工
業（岡山市南区古新田）は、患者様一人一人に
寄り添った製品開発に取り組んでいる。
　1963（昭和3�）年、輸出用のゴムサンダル製
造会社として創業。その後、国内向けに小物の
革製品を作り始め、培ったミシン技術を生かし
医療用品製造に参入した。代表的な商品である
コルセット一つとっても、症状の違いにより商
品は約40種にも及ぶ。サポーターやテーピング
テープなど、現在展開している製品は300を数え、
主に接骨院などで販売している。
　製品開発で大切にしているのは、「下着感覚」
で体になじむこと。長年にわたり接骨院の先生
と相談しながら、力のない人でも自分で簡単に
身につけられるよう開発・改良を進めてきた。
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森
田
学
長
が
掲
げ
る
「
美
し
い
学

都
」
実
現
の
た
め
の
拠
点
と
し
て
、

昨
年
11
月
、
岡
山
大
学
地
域
総
合
研

究
セ
ン
タ
ー
が
開
所
し
ま
し
た
。
本

セ
ン
タ
ー
が
行
う
活
動
の
一
つ
が
、

行
政
、
企
業
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
市
民
等
と

の
対
話
を
通
じ
て
、
学
生
や
教
職
員

が
ま
ち
づ
く
り
な
ど
地
域
の
課
題
を

考
え
実
践
す
る
「
ま
ち
な
か
キ
ャ
ン

パ
ス
事
業
」
で
す
。

こ
れ
は
、
本
学
が
魅
力
あ
る
岡
山

の
創
造
に
貢
献
す
る
と
と
も
に
、
学

生
ら
が
経
験
を
積
む
こ
と
で
課
題
解

決
の
実
践
力
を
つ
け
る
こ
と
な
ど
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。

■
城
下
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
設
置

ま
ち
な
か
キ
ャ
ン
パ
ス
事
業
は
、

実
際
に
キ
ャ
ン
パ
ス
の
外
に
出
て
、

地
域
の
方
々
と
交
流
や
対
話
を
す
る

こ
と
に
重
き
を
置
い
て
い
ま
す
。
そ

の
た
め
、
学
外
の
活
動
拠
点
と
し
て

６
月
26
日
、
岡
山
市
北
区
石
関
町
に

「
ま
ち
な
か
キ
ャ
ン
パ
ス
城
下
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
」
を
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

こ
の
場
所
を
選
定
し
た
の
は
、
①

市
内
中
心
部
、
②
歴
史
・
文
化
施
設

に
近
い
、
③
景
観
が
良
い
、
④
ま
ち

づ
く
り
事
業
を
行
う
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
の
連

携
も
期
待
で
き
る
等
の
理
由
か
ら
で

す
。
ま
た
、
ま
ち
な
か
キ
ャ
ン
パ
ス

事
業
以
外
に
も
、
ゼ
ミ
や
サ
ー
ク
ル

活
動
で
利
用
し
た
り
、
留
学
生
と
地

域
と
の
交
流
拠
点
と
し
た
り
す
る
こ

と
も
可
能
で
す
。

まちなかキャンパス
　「城下ステーション」オープン

岡山大学まちなかキャンパス城下ステーション
住所：岡山市北区石関町２－１（県立美術館向かい）
開館時間：9:00 ～ 1�:00（土日・祝日除く）
担当：岡山大学地域総合研究センター（0�6︲251︲�491）

柳川

まちなかキャンパス
城下ステーション

▼
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ホール

●
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●
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石山
公園

岡山●
中央中学校

県立美術館●

就実学園●
高校・中学校


